
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今週で５月が終わり、来週から６月に突入します。先週行われた修学旅行・津和野一日研修・十種ヶ峰

自然学習（また、次号で紹介します）で雨に見舞われてしまったように、これから梅雨に入り、雨の日が多く

なることが予想されます。そうなると授業の雰囲気がどんよりしてしまい、一人ひとりの集中力がなくなって

しまうことがよくあります。 

５月２９日（月）から３０日（火）にかけて、１学期中間テストが始まります。１年生にとっては、人生初めて

の定期テストとなります。「数学」と「英語」は今がんばっておかないと３年間苦手な教科になってしまいます。

がんばってください。２年生にとっては、中堅学年最初のテストとなります。昨年度の経験を生かし、「やらな

かった後悔」をしないようがんばってください。３年生にとっては、受験生として最初の定期テストとなります。

当然気合入っていますよね。がんばってください。 

さて、職員室の先生方の会話の中で気になることがありました。「クラスの中で理解できている人とでき

ていない人の学力の差が大きくなっている」という内容です。私は１日に数回、「ぶらっと訪問」し、各クラス

の授業の様子を見ています。みんな、授業はがんばっています。 

つまり、学力差が出てくる大きな要因に「家庭学習」があるのではないでしょうか。家庭での学習習慣が

付いていない人（土日などに全く勉強しない人）ほど、授業についていけなくなってしまっているような気が

します。４月の「よし！やるぞ！」というやる気がだんだんなくなっていってしまうのが、５月から６月にかけてで

す。今、踏ん張っておくことが大切です。 

中学校で学ぶということは、苦しいことですし、時間がかかり我慢が必要になります。しかし、その苦しさの

中に「自分なりの楽しさ」を見つけることができれば、学ぶことを続けていくことができるはずです。 

「楽しいこと」と「楽なこと」は違います。そこで、「人はなぜ学ぶのか」について考えてみましょう。 

私たち大人も勉強します。それは、仕事に必要なものが中心となります。勉強しなければならない理由が

はっきりしています。大人は国語も数学も社会も理科も英語も勉強しません。では、中学生は、何のために学

ぶのでしょうか？ 

ひとつめ、ある人は「勉強っていうのは、『わからない』ということに慣れる練習をしているんだ」と言って

います。〇×で正解がでるのはペーパーテストの世界だけで、本当の社会では複雑でわからないことだらけ

です。そのわからないことをおもしろいと思うことができるように、勉強でトレーニングしているわけです。 

ふたつめ、大阪のあるお好み屋さんのはし袋には次のことが書かれていたという話を聞いたことがありま

す。「やったらわかる。わかるとは変わること」お好み屋の職人さんたちは、親方から「こうやって焼くんだ！わ

かったか！」と言われて、「はい」と答えたら、行動が変わらないといけないのです。前のままだと、「わかっと

らんやないか！」と怒られてしまいます。この話から、「学ぶということは変わるということ」なのです。 

 みっつめ、イギリスの登山家が山に登る理由を次のように答えています。「そこに山があるから」向こうに

山が見える、その山を登ったら、またその向こうに高い山があった。だから、そこにある山に登るのだそうです。
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つまり、一生懸命勉強して、ある地点に達すると、そこからしか見えない新しい景色が待っているのです。人

は、その向こうにあるもの（目標）をめざして、次の一歩を踏み出すのです。 

勉強する目的に、本当の答えはないような気がします。ただ・・・ 

①わからないことに向き合う楽しさを知ること②学んで行動を変えること③新しい目標をみつけること 

この３つは、学びに向かう私たちにとって、とても大切なことだと思っています。 

  ガンバレ錦中生！やればできる！君たちならできる！ 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 

 

 新学年がスタートし、もうすぐ2ヶ月が経過します。１年生も中学校生活に慣れてきて、なじんできているよ

うです。そこで、錦中生に提案です。「生徒会スローガン・学年目標」を深めていこうではありませんか。 

 

 

 

 

 

 生徒会スローガン「色～みんなで繋げる努力の虹～」には３つのチャレンジ目標があります。①言葉のか

けはし「気持ちを込めたあいさつから」②思いやりのかけはし「相手を気遣う心から」③未来へのかけはし

「見通しをもった行動から」このことを意識した生活を行えば、錦中生は「すてきな大人」へ成長します。 

  また、各クラスにおいては「どんな学年（クラス）にしたいか」を話し合い、すてきな学年目標が次のように 

決定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

これから、授業やさまざまな行事などに全員で取り組んでいきます。学校・学年（クラス）の「明るい明日」

に向かって、これらの目標を大切にし、日々生活していきましょう。自分たちの身にふりかかってくることをピ

ンチではなくチャンス（Chance）ととらえ、積極的にチャレンジ（Challenge）し、よりよい方向にチェンジ

（Change）していきましょう。３C精神です。 

やればできる！君たちならできる！ 

 

色 

～みんなで繋げる努力の虹～ 

令和５年度錦中生徒会スローガン 

３年学年目標：輝石（きせき）～最高の輝きを目指して～ 

２年学年目標：一昇懸命～どんなときでも全員の個性を高めあおう！～ 

１年学年目標：Keep Smiling～周りのことを思いやり、笑顔で楽しい時間をつくろう！！～ 

 


